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手術場においては手術機械（図１，２）を執刀医に手渡しする作業を「器械出し」と言

います．長い手術時間や多くの器械が必要となる場合，この作業の負荷が高いものとな

ります．そこでこの作業を支援するために物体認識を AI に組み込みリアルタイムに手

術器械を認識し（図４），その位置情報を提供して（図５），ユーザと AIとの協業作業を可能にします．  

     

図１ 器械出し          図２ 手術器械       図３ システム概要 

    
        図４ 認識結果         図５ 認識結果の現実世界への投影 
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・学術論文誌（JACIII，IEEE ACCESS）に掲載[2,3]， 

・国際会議（IEEE SMC, 2023, 2025）で口頭発表[1,4]，・特許申請中[5]． 

本研究の実用化が進めば臨床現場での負荷が低減し，安心・安全な暮らしに貢献します． 
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